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1. はじめに  

平成１９年度から大学院,平成２０年度からは学士課程において，組織的な FD活動が義務化され，FDの実質化が喫緊

の課題とされている．また，平成２０年１２月に出された中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」では，

教育方法に着目したときに,学生の主体的な参画を促す授業の工夫や，授業以外の様々な学習支援体制の整備などについ

て言及し，具体的な方策として，講義そのものを魅力あるものにするとともに,ICT を積極的に取り入れ,教育方法の改善

(e-Learning，LMSの導入など)を図るとしている． 

筆者は，これまで,木材加工分野におけるコンピテンシーに着目した到達評価表の整理・作成など，木材加工実習にお

ける授業改善活動を行ってきた．しかし，教員養成系カリキュラムの過密化，教職系科目重視による教科教育（実習含む）

の単位の減少などにより実習時間の確保が課題となっている． 

そこで，本報では，平成 21年度から導入を行ったブレンデッド型 e-Learningの導入について報告する． 

2. ブレンデッド型  e-Learningの導入  

ブレンデッド型 e-Learning とは，例えば，「教室の講義と e-Learning による自習」，「講義とインターネット上でのグル

ープワーク」のように対面授業と e-Learningを組み合わせる手法であり，近年注目されている．また，向後ら(2009)の研

究によると，大規模授業での例ではあるが，ブレンデッド型に肯定的な学生が過半数を占めたとし，将来的な大学授業の

形態は徐々に eラーニングを取り入れていくものになることが予想されるとしている． 

木材加工実習では，主に事前事後学習に e-Learningを活用することとし，オープンソースの moodle(1.9)を LMSに採用

した．また，学生の利便性を高めるために，認証を熊本大学の SSOに統合した．図１に実際の moodleの画面を示す． 

  

   (a) コンテンツ表示画面               (b) 本日の気づき（フォーラム）  

図１ moodleでの画面表示 

図１(a)は週毎の表示で，それぞれその週の講義名及び授業内容や，事前課題・事後課題，資料，評価などが表示され

る．この画面自体が，シラバスの機能を持っている．また，図１(b)はフォーラム形式による事後課題として，学生にそ



の日の実習内容を振り返らせている様子である．表１に今回の木材加工実習において活用したコンテンツの一覧を示す． 

 

表 1 moodleのコンテンツ例 

項  目 コンテンツ(moodleのモジュール) コンテンツの特徴 

服装チェック 
安全面について，自分の服装を報告させ，それについて自己

診断を行う．また，受講者同士で共有を行う． 

アンケート 
前提知識についての確認を行うとともに，今までの木材加工

に関する知識を振り返る． 

オリエンテ

ーション 

自由製作作品集 過年度の自由製作品の写真などを資料として参照できる． 

本日の気づき 
その日の実習で気づいたこと，感想などについて書き込み，

振り返りを行う． 

鍋敷きの自己評価 

マルチボックスの自己評価 

製作品の自己評価とその理由について書き込み，受講者同士

で共有を行う． 

鍋敷き製作・ 

マルチボッ

クスの製作 

鍋敷き評価，評価基準 実際の教員による評価結果を掲載 

自由製作 今までの失敗についての共有 
自由製作に入る前に，今までの実習の中で体験した失敗につ

いて書き込み，振り返るとともに，受講者同士で共有を行う． 

3. おわりに  

本報では，今年度より導入を行ったブレンデッド型 e-Learningについて報告を行った．昨年度までは，実習の振り返り

や，前提知識の確認は，紙ベースで実習時間内に行っていたが，今回 e-Learningを活用することにより，集計の手間を省

略することが可能となり，実習の時間を本来の体験の場として活用することが出来た．実際，実習の時間外に行う時間が

昨年度に比べ，減少した．今後は，知識面の定着において効果的であると考えられる小テストを e-Learning上で行ってい

く予定である．なお，小テストについては，昨年度までは紙ベースで実施している． 

また，本 e-Learningコンテンツは本実習にとどまらず，中学校技術科教員を目指す学生に，木材加工領域におけるメタ

コースとして活用できると考えており，１年次から４年次までを繋ぐ系統的なコースとして活用する予定である． 
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